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担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

2

担当課

1

行政経営

財政課

資産管理係

312

平成３０年度以降

行政運営

事業類型 法定受託系

効率的で適切な事務運営を行う

1

公用車の効率的な運行管理を行い、燃料、修繕料、公課費等の一元管理をする。

・それぞれの所管する業務ごとに、用途に応じた適正配車と運行管理を行った。

・燃料、修繕料、公課費等を一元管理することで、車両継続検査・定期法定点検・修理及び

交通事故の保険に関する事務を一括して実施した。

(燃料費　1,263千円　　車両継続検査・修繕費　1,679千円　公課費　1,352千円　保険料

3,625千円)

・行政バスの使用許可等についての運行管理を適切に行なうとともに、利用者アンケートを

実施し、行政バスに対する利用者の満足度を高めた。

(行政バス運行管理業務委託　9,335千円)

・幹部会等で公用車事故の注意喚起を行い、事故を起こした職員の部署に対して、勤務時

間外に安全運転に関する職場研修を実施し、職員の安全運転意識を高めた。

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 公用車運行管理事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 29
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（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

14,951

間外に安全運転に関する職場研修を実施し、職員の安全運転意識を高めた。

(研修対象課:消防本部予防課・教育総務課・下水道課・保健センター)

【直接経費の内訳】

燃料費　1,263千円　　車両継続検査・修繕費　1,679千円

公課費　1,352千円　　保険料　3,625千円

行政バス運行管理業務委託　9,335千円

消耗品等　835千円

費用合計

15,766

2,127

0.00

無
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正職員

21,184

250

受益者負担

18,320

2,942

22,575

126.1

0

1,141

0

29,137

23,939

106.0

23,939

0.00

0

5,8504,255

0.00

17,893

0.00

0

29,137



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

―

―

―

―

H24

99

％

その他公用車１日1台

当り使用コスト

―

1,101

限られた台数の公用車を集中管理することで効率的な運行管理をすることができて

おり、また、行政バス利用者の満足度の向上が図れた。
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度度度度

事業実施におけ

公用車のより効率的な管理について研究が必要である。

公用車に関する事務は、一歩間違えると大問題に発展する事が多い。具体的には、

公用車による事故、運転手の免許証の更新漏れ、公用車の車検漏れ、公用車・車内

手荷物の盗難など、これらの不祥事は新聞等で報道され、厳しく罰せられるケースが

多い。常に公用車における適正な運行管理を各職員と各職場で実施する必要があ

公用車を複数台使用する場合や、トラック・ワゴン車など特殊な車両を必要とする場

合など、様々な業務に応じた適正な配車、運行管理が困難になる。

公用車事故への対応や予防・啓発活動が手薄になる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの
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今今今今
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事事事事
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方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

先進他市の状況等を参考に公用車の効率的管理の向上を図るとともに、公用車事故

件数を減少させるための事故防止策を引き続き実施する。行政バスの保管方法と行

政バスのあり方について、平成２４年度秋頃を目途に結論を出す必要がある。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施
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果果果果

事業実施におけ

る課題等

多い。常に公用車における適正な運行管理を各職員と各職場で実施する必要があ

る。また、行政バスについては、本庁舎（旧庁舎）西側にある専用車庫で保管されてい

るが、平成２５年度に車庫を取り壊す予定であり、今後のバスの保管方法を検討しな

ければならない。その際、今後の行政バスのあり方についても併せて検討する必要

がある。

今後も引き続き、公用車のより効率的な管理について研究を行う必要があるが、公用

車の台数･運行管理については、財政課や担当課での集中管理体制が整っているこ

とから現状維持とした。

方向性の判定


